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○
特
別
職
の
報
酬
カ
ッ
ト

12
月
議
会
で
条
例
改
正
し
、
市
長

30
％
、
助
役
20
％
、
教
育
長
15
％
そ
れ

ぞ
れ
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
収
入
役
廃
止

と
合
わ
せ
、
総
額
２，
０
６
５
万
円
の
削

減
と
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
市
長
報

酬
は
、
年
間
１，
１
２
３
万
円
で
、
時
給

に
換
算
す
る
と
大
抵
の
職
員
の
方
が
高

い
現
状
で
す
。

健
全
財
政
は
、
全
て
の

行
政
や
施
策
の
大
前
提

○
市
長
も
徴
収
業
務

市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
公
共
料

金
な
ど
の
高
額
滞
納
者
宅
に
、
市
長
が

担
当
課
職
員
と
一
緒
に
出
向
い
て
滞
納

者
と
面
談
し
、
納
付
交
渉
を
行
い
、
市

政
へ
の
理
解
も
求
め
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
納
税
の
ご
苦
労
を
全
職
員
に

自
覚
さ
せ
る
こ
と
で
、
税
金
の
無
駄
遣
い

を
な
く
し
ま
す
。

○
教
職
員
の
交
通
事
故
裁
判

中
川
市
長
が
就
任
し
た
の
は
、
加
西

市
が
一
審
で
敗
れ
、
二
審
で
も
既
に
和

解
勧
告
を
受
け
た
後
の
最
終
局
面
で
し

た
。
事
態
の
好
転
は
望
め
な
い
中
、
被

害
者
の
立
場
や
心
情
に
配
慮
し
つ
つ
、
市

民
に
と
っ
て
最
良
の
選
択
と
な
る
よ
う
留

意
し
ま
し
た
。
な
お
、
加
害
者
家
族
か

懸
案
事
項
へ
の
対
処

ら
は
、
裁
判
外
で
相
当
額
の
寄
付
を
受

け
ま
し
た
。

○
北
条
鉄
道
の
再
建

市
長
は
、
社
長
就
任
前
か
ら
も
連
日

北
条
鉄
道
に
出
向
き
、
職
員
に
陣
頭
指

揮
す
る
と
と
も
に
、
利
用
客
の
声
も
聴

き
な
が
ら
、
会
社
再
建
に
向
け
て
精
力

的
に
動
い
て
い
ま
す
。
３
月
末
に
再
建
計

画
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

○
経
営
戦
略
室
と
加
西
市
経
営
改

革
委
員
会

市
役
所
内
の
タ
テ
割
り
組
織
を
横
断

的
に
束
ね
る
経
営
戦
略
室
を
新
設
、
市

の
重
要
課
題
に
対
し
全
庁
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

企
業
経
営
者
や
主
婦
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
る
加
西
市
経
営
改
革
委
員
会
よ

り
、
昨
年
末
、
北
条
鉄
道
再
建
、
教
育

施
設
の
建
替
え
な
ど
に
つ
い
て
の
中
間
答

申
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も
各
方
面
の

ご
意
見
を
市
政
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら

市
役
所
運
営

○
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

１
月
４
日
か
ら
市
役
所
１
階
に
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
（
案
内
係
）
を
配
置
し
ま
し
た
。

試
行
期
間
を
経
て
、
４
月
以
降
の
本
格

ス
タ
ー
ト
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

○
市
長
サ
ロ
ン
の
開
設

毎
月
第
４
日
曜
日
、「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ

い
」
３
階
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
、

ご
意
見
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。
ア
ポ
イ

ン
ト
な
し
で
市
長
に
お
会
い
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
正
し
い
情
報
開
示

議
会
答
弁
、
職
員
訓
示
、
広
報
か
さ

い
、
そ
の
他
挨
拶
等
は
、
全
て
市
長
が

自
ら
考
え
、
自
分
の
言
葉
で
語
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
意
図
は
、
あ
い
ま
い
な
内
容
で

は
な
く
、
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
民
の

皆
さ
ん
や
職
員
に
対
し
て
発
信
す
る
た

め
で
す
。
四
月
か
ら
の
一
層
の
情
報
開

示
に
向
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

○
上
下
水
道
事
業
の
業
務
委
託

上
下
水
道
の
窓
口
事
務
、
検
針
業
務
、

滞
納
整
理
な
ど
を
民
間
委
託
す
る
た

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

低
コ
ス
ト
で
効
率
的
に

め
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
提
案
）
方
式
に
よ

り
業
者
（
関
電
サ
ー
ビ
ス
）
を
選
定
し

ま
し
た
。
市
役
所
職
員
が
担
当
し
て
き

た
業
務
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
で
、
人

件
費
削
減
・
余
剰
人
員
の
転
用
・
収
納
率

ア
ッ
プ
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
ゴ
ミ
収
集
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
売
却

市
長
自
ら
、
ゴ
ミ
収
集
業
務
等
に
従

事
す
る
中
で
、
現
業
の
効
率
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
北
条
地
区

内
の
ゴ
ミ
収
集
も
民
間
委
託
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
回
収
し
、
指
定
法
人
へ
無
償
で

引
き
渡
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
入

札
処
分
し
て
歳
入
増
を
図
り
ま
す
。

○
い
つ
で
も
保
育

新
年
度
か
ら
市
内
の
１
園
で
、
朝
７

時
か
ら
夜
８
時
ま
で
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
と
の
市
長
方
針
を
受
け
、
３

月
議
会
に
予
算
案
を
上
程
し
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

『
加
西
市
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
』
が
、
昨

年
11
月
末
に
農
水
省
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
兵
庫
県
内
は
も
と
よ
り
、

近
畿
の
自
治
体
と
し
て
初
め
て
の
こ
と

で
、
全
国
で
も
30
自
治
体
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
中
川
市
長
が
４
年
越
し
で
温
め

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
異
例
の
早
さ
で

全
国
初
の
取
り
組
み
で

情
報
発
信

全
国
に
誇
れ
る
魅
力
あ
る
加
西
市
を
め
ざ
し
て

―
中
川
市
政
の
半
年
間
―

報酬の過払い分を返金する三役

加
西
市
は
、
財
政
問
題
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
問
題
、
環
境
問
題
、
下
水
道

の
起
債
償
還
問
題
な
ど
、
先
送
り
で
き
な
い
数
多
く
の
難
問
を
抱
え
て
い
ま
す
。

「
市
民
が
主
役
で
お
客
様
」、「
民
間
の
知
恵
と
活
力
を
行
政
に
」
を
基
本
理

念
に
、
自
治
体
再
生
に
取
り
組
む
中
川
市
長
。
今
月
号
で
は
、
就
任
半
年
間
を

振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。


